
 

 

平成28年度 第 3回 南城市地域公共交通会議資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料②：南城市地域公共交通網形成計画に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年1月 
 

南 城 市 



- 1 - 

 

 持続可能な公共交通ネットワークの形成に向け、地方公共団体

が交通事業者など地域の関係者と連携して策定する公共交通のマ

スタープラン 

 

1 地域公共交通網形成計画の概略 

1.1 地域公共交通網形成計画の目的と位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き（国土交通省） 

図-1.地域公共交通網形成計画の位置づけ  

●平成25年12月に施行された「交通政策基本法」では、地方公共団体が中心となり、まちづ

くりと連携した面的な公共交通ネットワークを構築することを求めており、そのためのマスタ

ープランとして「地域公共交通網形成計画」（略称：網形成計画）が創設されました。 

●地域公共交通を一体的に形作り、持続的な交通体系の形成に向け、網形成計画では地域全体の

公共交通システムのあり方及び住民・交通事業者・行政の役割を定めます。 

●なお、網形成計画で検討した公共交通ネットワークの再構築を支援する事業として、「地域公

共交通再編事業」があり、同事業を実施するための計画として「地域公共交通再編実施計画」

があります。 

●日常生活等に必要不可欠な交通手段の拡充 

●まちづくりの観点から交通施策の促進 

●関係者相互間の連携と協働の促進 等 

交通政策基本法(H25.12) 

地域公共交通網形成計画 

地域公共交通再編実施計画 

●面的な公共交通ネットワークを再構築するための計画 

地域公共交通再編事業 

●面的な公共交通ネットワークを再構築するための事業 
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1.2 網形成計画策定のメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き  

●手引き（地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き）では、

網形成計画策定のメリットとして、「地域公共交通政策の『憲法』」、「まちづくりとの連携強化」、

「関係者間の連携強化」、「公共交通機関同士の役割分担の明確化と連携強化」「公共交通担当

者の『遺言』(政策の継続性)」の５つが示されています。 

メリット① 地域公共交通政策の「憲法」 

 網形成計画・ 再編実施計画は、「「自分たちの地域ではこのような考え方で公共交通ネットワークを整備します」と

いう宣言文です。地域の方々から寄せられる「なぜこの地域にバスが通っていて、別の地域には通っていないの

か？」、「どういう基準で公共交通サービスを導入しているのか？」といった、交通政策の在り方や個人事業の実施

理由や効果に関する問いかけに明確に回答することができるようになります。また、計画に事業の位置付けが明確

化されることによって事業実施の根拠となり、予算化や補助申請、庁内での協議がスムーズとなることも考えられ

ます。 

 

メリット② まちづくりとの連携強化 

 活性化再生法の改正により、まちづくりと連携した面的な公共交通ネットワークを再構築することが明記された

ことで、コンパクトな都市構造の実現 

 

メリット③ 関係者間の連携強化 

 法定会議を設置して、協議・意見交換・合意のもとに計画策定を進めることで、行政の動きと歩調を合わせた民

間の計画を立てることができるとともに、新たな問題を解決するための協調行動を話し合うこともできます。また、

こうした関係者間の連携の強化を継続することは、公共交通の正のスパイラルへの転換のきっかけづくりとなり得

ます。 

 

メリット④ 公共交通機関同士の役割分担の明確化と連携強化 

 網形成計画は単一の公共交通機関の運行計画ではなく、地域全体の公共交通を「ネットワーク」として総合的に

捉えるものです。網形成計画の策定をきっかけに、地域全体のネットワークの在り方について、鉄道、バス、タク

シーなどを一体として検討し、各地域で活用できる公共交通機関全体の連携を強めたり、効率性を高めるための方

針や目標、事業を関係者全体で考えたりすることができる点がメリットです。 

 

メリット⑤ 公共交通担当者の「遺言」(政策の継続性) 

 地方公共団体の職員は数年間で異動してしまうことが多く、いくら優れた公共交通施策を実施しても、引継ぎが

うまく機能しない場合、担当者の変更によって方針がぶれてしまったり、事業が頓挫してしまったりする危険性が

あります。しかし、網形成計画・再編実施計画が「遺言」として次の担当者に引き継がれることにより、政策の継

続性が確保され、公共交通を着実に改善するとともに、諸手続の省力化ができるメリットもあります。 
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1.3 網形成計画への記載事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き 

図-2.網形成計画の構成例  

●手引きには、網形成計画の構成例として、「はじめに」の他に、「地域の現状等」、「上位関連計

画の整理」、「公共交通の現状等」、「地域公共交通の役割と課題整理」、「網形成計画策定の背景」、

「基本的な方針」、「計画の目標」、「目標達成ための施策・事業」、「計画の達成状況の評価」の

9項目が示されています。 

●「南城市地域公共交通網形成計画」は、おおむね手引きに沿った構成で策定します。 
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～参考 将来の交通ネットワーク形成のイメージ（岐阜市地域公共交通網形成計画）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【現状】 

【将来】 

「岐阜市地域公共交通網形成計画」では、現

状と将来の交通ネットワークのイメージが示

され、将来は「中心市街地」と「利便施設の

集まった生活の拠点」が幹線バスや、BRTの

公共交通軸で結ばれ、その周辺に「居住が集

積した暮らしの場」が形成されるイメージが

示されています。 
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～参考 基本方針、目標、評価指標、目標値の例（久留米市地域公共交通網形成計画）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「久留米市地域公共交通網形成計画」（福岡県）では、基本方針、目標、目標値が段階的に、体

系的に整理されています。 
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～参考 目標達成のための施策例（佐世保市地域公共交通網形成計画）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「佐世保市地域公共交通網形成計画」（長崎県）では、基本方針のもと、ネットワークの見直し

や、公共交通機関相互の連携、競合区間の見直しの他、情報提供、IC カードの機能拡充といっ

た利用促進のためのサービス向上に関する施策についても検討されています。 
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～参考 スケジュールの検討例（由利本庄市地域公共交通網形成計画）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「由利本庄市地域公共交通網形成計画」（秋田県）では、個別の事業毎に実施主体、事業概要、

イメージ、実施スケジュール等をカルテ形式でコンパクトに整理しています。 
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2 南城市地域公共交通網形成計画の策定方法 

2.1 将来の公共交通ネットワークのイメージ 

 

 

 

 

 

 

図 将来の公共交通ネットワークのイメージ  

中核地～那覇空港・

那覇中心部を結ぶバ

スの導入 

那覇向けの幹

線的な路線バ

スの再編 

中核地を中心とした

近隣市町村へのバス

路線の再編 

中核地と主要観光施

設を結ぶ周遊バス又

はタクシーの導入 

公共駐車場を

活用した P&R

の導入 

中核地からの二次交通の充実 

●コミュニティバス、デマンドバスの接続 

●タクシーベイの整備 

●レンタカーステーションの整備 

おきなわ 

ワールド 

安座真港 

 
斎場御嶽 

 

玉城 

 

知念 

佐敷 

 

大里 

 

八重瀬 

 

那覇中心部 

那覇空港 

中核地と各拠点を結ぶコ

ミュニティバスの導入 

安座真港へのバス

停位置の移動、ダイ

ヤの連携 

 Ｐ 

MICE 

 

全体 

●「おでかけなんじぃ」の運行 

●共通運賃制度導入の検討 

高速道路 

 

●将来の公共交通体系は、南部東道路を活用した那覇市中心部・那覇空港と中核地を結ぶ路線バ

スを基幹軸に考えます。 

●中核地と各拠点(玉城、知念、佐敷、大里)を結ぶ路線バスやコミュニティバス、また、公共駐

車場を活用したP&R により、中核地へのアクセスを確保します。 
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例えば・・・ 

 中核地～那覇市中心部・那覇空港を連絡する路線バスを導入することで、 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

  

市民は、那覇市までの定時性、速達性が高まり、通勤・通学や、通院、買い物、レジャー等の 

利便性が高まります。また、空港まで送迎する必要もなくなります。 

観光客は、これまで空港から乗り継いで南城市に来ていた方が、直通で南城市まで往復でき、 

また、空港、那覇市との所要時間が短縮することで、観光に回せる時間が増加します。 

観光事業者は、観光客の南城市への訪問機会、滞在時間が増加することで、増収が期待されます。 

バス事業者は、一定の利用が見込まれる路線を運行することで、収益の柱にすることが期待できま

す。（空港と海洋博公園等北部地域を結ぶ「やんばる急行バス」は、訪日外国人の増加もあり、2013

年から2015年で利用者数が5倍に増加しています） 

タクシー事業者は、多くの観光客が中核地まで訪れることで、中核地からの南城市内の斎場御嶽や

おきなわワールドなどの観光地までの送迎の需要や、中核地からの観光タクシーの運行等が期待され

ます。 

船舶事業者は、中核地から安座真港までの路線バス等の連絡手段が確保されることで、 

観光客の利用増加が期待されます。 

 

http://1.bp.blogspot.com/-pwYQZYc6tWs/VwoG49A4AHI/AAAAAAAA5ns/_mZdwhTeBvI9MhbPPAf_j7iJVlNSB0w3w/s800/kankou_asia_family.png
http://4.bp.blogspot.com/-AVqZM5HJ9xI/UZYkwNLGz8I/AAAAAAAATEs/ESelbCeO7Qw/s800/job_driver.png
http://2.bp.blogspot.com/-9C824i1pRMU/VqI8T12YJqI/AAAAAAAA3QI/nTCkmwWWWH0/s800/taxi_driver_untensyu2.png
http://1.bp.blogspot.com/-PCO0WQXT-Sg/VixCCR4GNdI/AAAAAAAA0H0/96Q2eWsRMSE/s800/norimono_character2_fune.png
http://4.bp.blogspot.com/-zXBnKTCtZY0/UUFxwd6cPlI/AAAAAAAAO04/J4ztQfFEgWk/s1600/rounyakunannyo.png
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2.2 網形成計画策定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●網形成計画は、下記のフローで策定します。 

●計画策定のため、過年度調査結果の活用の他、「アンケート調査」、「ヒアリング調査」、「先進

事例の情報収集」、「ワークショップ」を実施しました。 

5．基本的な方針の検討 

9．地域公共交通網形成計画の策定 

４．地域公共交通の役割と課題の整理 

３．公共交通の現状整

理 

２．上位関連計画の整

理 

１．地域の現状の整理 

基本的な方針の提案 

地域公共 

交通会議 

の開催 

①南城市における地域公共交通の役割 
②南城市における地域公共交通の実態 
③南城市における地域公共交通の課題 

地域公共交通に関する課題整理 

①地域が目指すべき将来像 
②公共交通が果たすべき役割 
③公共交通の活性化及び再生に向けた取組
の方向性 

南城市地域公共交通網 

形成計画の確定 

①パブリックコメント用の資料作成 

パブリックコメント 

第１回 

第２回 

第３回 

8．計画目標達成状況の

評価手法の検討 

ワーク 

ショップ 

の開催 

第１回 

第３回 

アンケート調査

の実施 

ヒアリング調査

の実施 

先進事例の情報

収集 

第２回 

第４回 

6．計画目標の設定 

7．目標達成のための施策・事業の検討 第４回 
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網形成計画の記載内容は、下記に示すとおりであり、過年度調査結果（「おでけなんじぃ」利用者

や、観光客へのアンケート調査結果等）の他、今年度実施したアンケート調査や、ヒアリング調査

等の結果を活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.地域の現状の整理 
●人口、地勢、産業、土地利用、

施設立地等の基礎データ 

3.公共交通の現状整理 

4.地域公共交通の役割と課

題の整理 

5.基本的な方針の検討 

6.計画目標の設定 

7.目標のための施策・事業の

検討 

8.計画目標達成状況の評価

手法の検討 

9.地域公共交通網形成計画

の策定 

2.上位関連計画の整理 

アンケート調査 

●上位関連計画におけるまちづく

り、将来開発等の構想 

●上位関連計画における交通に関

する計画 

●上位関連計画における評価項

目、目標値 

●現状の公共交通網 

●公共交通の利用状況 

●交通施設の整備状況 

●公共交通に対するニーズ・要望 

●地域公共交通の役割と、役割か

らみた現状の課題 

●地域公共交通網形成計画策定の

背景 

●公共交通網形成の考え方 

●市外への公共交通の考え方 

●市内の公共交通の考え方 

●評価のための PDCA サイクル 

●評価のための調査計画 

●計画目標の項目 

●目標値 

地域公共交通会議 

ヒアリング調査 

先進事例の情

報収集 

ワークショップ 

●地域公共交通網形成計画の作成 

南城市地域公共交通網 

形成計画策定の流れ 

南城市地域公共交通網形成計

画への記載内容 

上記に関する検討、意見交換 

過年度調査結

果 


